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CSR 調達・人権問題への取組み 

 

ヤマト インターナショナルグループ（以下、「当社」といいます。）は、 

「ものを創り 人を創り お客様と共に心豊かな毎日を創る」というミッションのもと、いつ

の時代でもお客様に求められ続ける真のブランド創りを実現することで、事業および企業

の持続的成長を目指しています。 

 

当社は 2021年 8月 6日に公表いたしました「人権方針の制定に関するお知らせ」に基づき

人権尊重の取り組みを進めており、2021 年度より以下の手順で CSR 調達・人権問題に関

するサプライチェーンの管理を行っております。 

 

1．主要第一次サプライヤーに対して当社の人権方針について説明。 

 

2．主要第一次サプライヤーに対して生産地及び生産工場の状況についてヒアリングを実施。 

 

3．主要第一次サプライヤーに対して CSR調達・人権方針アンケートを実施。 

 

4．上記 1．2．3．の年次毎実施による継続的なサプライチェーンの管理および改善。 

 

 

 

CSR 調達・人権方針アンケートの実施概要 

 

主要第一次サプライヤーに対し CSR調達・人権方針アンケートを実施しました。調査項目

は CSR及び人権問題に関わる５つの主要項目から構成されております。 

 

対象サプライヤー：当社と取引のある企業（主要第一次サプライヤー） 

 

調査項目：（1）CSR にかかわるコーポレートガバナンス、（2）人権、（3）労働、（4）環境、

（5）サプライチェーン、計 5項目（計 50設問） 

※前回の 2024年度と同じ設問で調査を実施致しました。 
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調査結果 

2023年度以降はアンケートの内容は変更せず、「人権」・「労働」・「環境」問題への取組みに

注視し、進捗状況の確認に主眼を置き実施しているところ、調査の結果、全体の平均得点率

は昨年度の調査より低い 87%となりました。これは、対象サプライヤーに新たに追加した 

1 社の得点が相対的に低かったことが要因であると考えられます。 

昨年度の調査結果と比較し、「CSRにかかわるコーポレートガバナンス」・「環境」・「サプラ

イチェーン」の項目において、若干の平均得点率の低下がみられました。 

また、「環境」への対応につきましては、各社とも真摯に取り組んでいる姿勢は見られまし

たが、「人権」・「労働」への対応と比較すると、まだ遅れている状況が確認されましたので

今後の課題であると認識しております。 

ご回答いただいた主要第一次サプライヤーに対しては、本調査結果を送付し、各社において

改善すべき項目を改善いただくことをお願いしております。人権尊重の取組みをサプライ

ヤーに要請する際には、個別具体的な事情を踏まえながらも、サプライヤーと十分な情報・

意見交換を行い、その理解や納得を得られるように努めてまいります。 
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今後の実施について 

 

主要第一次サプライヤーへの CSR調達・人権方針アンケートを年次毎に実施することによ

り、状況を把握し、改善が必要と考えられる項目については、サプライヤーとの対話・協働

により改善を図ってまいります。 

これらの取組みを繰り返し、サプライチェーンの管理を徹底してまいります。 

 

以上 

 

 

 

項目 設問数 最大得点率 得点率

(1)CSRにかかわる
   コーポレートガバナンス

4 100% 87.5%

(2)人権 10 100% 87.9%

(3)労働 17 100% 98.7%

(4)環境 11 100% 71.4%

(5)サプライチェーン 8 100% 80.4%

合計 50 100% 86.7%
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当社コーポレートサイト 

https://www.yamatointr.co.jp/about/csr/csr-procurement 

NO 大項目 中項目

Ⅰ
CSRにかかわる

コーポレートガバナンス
1．CSR推進体制の構築

1．人権に対する基本姿勢

2．人権の尊重と差別の禁止

3．人権侵害の加担、助長の回避

4．先住民の生活および地域社会の尊重

1．労働慣行に対する基本姿勢

2．非人道的な扱いの禁止

3．適正な賃金の支払い

4．労働時間、休憩・有給休暇等の公正な適用

5．強制労働の禁止

６．児童労働の禁止

７．操業する国や地域の宗教的な伝統や習慣の尊重

８．従業員の安全性・健康についての管理

１．環境への取組に対する基本姿勢

2．排水・汚泥・排気の管理及び発生の削減

3．資源（エネルギー、水、原材料等）の持続可能で効率的な利用

4． GHG（温室効果ガス）の排出量削減

5． 廃棄物の特定、管理、削減、またはリサイクル

Ⅴ サプライチェーン １．サプライチェーンに対する基本姿勢

人権

労働

環境

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

ヤマト インターナショナル㈱

お取引先様　CSR調達・人権方針アンケートの主な項目


